
※栃木県の浄水発生土（工水）（1件、66.6ｔ）は、上水と兼用の施設で発生したものであり、浄水発生土（上水）に含めた。

指定廃棄物の指定状況（平成26年９月30日時点）

都道府県

焼却灰 浄水発生土
（上水）

浄水発生土
（工水）

下水汚泥
※焼却灰含む

農林業系副産物
（稲わらなど）

その他 合計

焼却灰（一般） 焼却灰（産廃）

件 数量(t) 件 数量(t) 件 数量(t) 件 数量(t) 件 数量(t) 件 数量(t) 件 数量(t) 件 数量(t)

岩手県 8 199.8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 275.8 10 475.6

宮城県 0 0 0 0 8 1,011.2 0 0 0 0 2 2,238.2 12 67.9 22 3,317.3

山形県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2.7 3 2.7

福島県 300 98,360.4 101 3,015.5 35 2,261.2 3 168.1 53 9,151.6 15 2,086.1 73 12,469.7 580 127,512.6

茨城県 20 2,380.1 0 0 0 0 0 0 2 925.8 0 0 2 226.9 24 3,532.8

栃木県 24 2,447.4 0 0 14 727.5
0
(1)

0
(66.6)

8 2,200.0 12 5,117.0 5 18.4 63 10,510.3

群馬県 0 0 0 0 6 545.8 1 127.0 5 513.9 0 0 0 0 12 1,186.7

千葉県 47 2,723.6 2 0.6 0 0 0 0 1 542.0 0 0 12 420.8 62 3,687.0

東京都 1 980.7 1 1.0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 981.7

神奈川県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3 2.9 3 2.9

新潟県 0 0 0 0 4 1,017.9 0 0 0 0 0 0 0 0 4 1,017.9

静岡県 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 8.6 1 8.6

合計 400 107,092.0 104 3,017.1 67 5,563.6 4 295.1 69 13,333.3 29 9,441.3 113 13,493.8 786 152,236

資料２



原子力施設から発生する廃棄物 放射性物質汚染対処特措法
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＜周辺５県＞

・県内で発生した指定廃棄物の内、
8,000Bq/kgを超えるものは県内の最
終処分場で処理。

※１ ： 8,000Bq/kg超-10万Bq/kg以下の指定廃棄物は遮断型処分場又は管理型処分場で処分でき、管理型処分場にて埋立処分する場合は、
原則的にセメントその他の結合材により固形化する必要があるが、溶出率の低い指定廃棄物については固形化は要しない。

※2：放射能濃度は、放射性セシウムの値。なお、「原子力施設から発生する廃棄物」にはセシウム以外にも、ストロンチウム、コバルト等の濃度上限値
が規定されている。

＜福島県内処分＞

・県内で発生した指定廃棄物の内、
8,000Bq/kg-10万Bq/kgのものは県内
の処分場で処理。

＜中間貯蔵後に県外処分＞
・県内で発生した指定廃棄物の内、
10万Bq/kgを超えるものは中間貯蔵
施設で30年貯蔵後、県外で最終処
分。

福島県

（参考）


